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12 虫さされ、痒み止め用薬
P352～361



皮膚の炎症を引き起こす虫

・血を吸う蚊
・ノミ
・ブヨ
・アブ
・ダニ
・刺すアリ

・ハチ
・咬むクモ
・ムカデ
・接触による毒蛾
・毛虫

など

















アレルギー反応

【即時型】
虫に刺されてすぐ症状を起こす
痒み、腫れ、紅斑、蕁麻疹、ショック

【遅延型】
虫に刺されて１～２日後症状を起こす
紅斑、丘斑、水ぶくれ



虫さされの痒みのメカニズムと治療薬の作用点



虫さされ、痒み止め用薬が効果を示す症状

痒みには抗ヒスタミン薬
炎症を伴う場合には副腎皮質ステロイドを使用する

虫さされで、痒みのみの場合
抗ヒスタミン成分含有外用剤

虫さされで、発赤、腫脹、ぶり返しの痒みの場合
副腎皮質ステロイド含有外用剤

乾燥肌による痒みの場合
保湿剤



受診勧奨
以下の場合は医療機関を受診する

・患部が広範囲など重症の場合（湿潤やただれのひどい場合など）

・ハチにさされた場合
（ショック症状をきたすこともあるので直ちに受診する）

・患部に水疱、腫脹、灼熱感、強い疼痛がある場合

・虫に刺された後に全身蕁麻疹や気分不快がある場合

・掻き壊しによる化膿がある場合

・OTC薬を５～６日間使用しても、症状がよくならない場合



ステロイドの抗炎症反応メカニズム



ヒトにおけるヒドロコルチゾンの経皮吸収性の部位差

吸収性の高い部位には
軽めのステロイド



ステロイド外用剤の主な副作用



生活上の注意
・蚊、ノミ、ダニなどの原因となっている虫を駆除する

・外出時は、肌を露出せず、防虫スプレーなどを使用する

・小児、幼児は睡眠時の掻き壊しを予防するためにミトンや手袋を着用する
・細菌等による二次感染を防ぐために皮膚を清潔に保つ

・ガーデニングや草取りなどの際には、
虫や有毒の毛が付着しにくいゴム製手袋を使用し、作業する

・過去にアナフィラキシーを起こしたことがある場合、
または仕事などで蜂にさされる危険性が高い場合には、
アナフィラキシー補助治療薬エピペンを携帯
エピペン入手には医療機関を受診し、処方登録受諾医師による処方が必要
スズメバチの活動期で特に攻撃性が高まる６～１０月は注意



アナフィラキシー

監修 昭和大学 医学部 小児科学講座 教授 今井孝成先生



日本におけるアナフィラキシーによる死亡者数



エピペン

エピペンは、アナフィラキシーがあらわれたとき
に使用し、医師の治療を受けるまでの間、症状
の進行を一時的に緩和し、ショックを防ぐための
補助治療剤（アドレナリン自己注射薬）です。

あくまでも補助治療剤なので、アナフィラキシー
を根本的に治療するものではありません。エピペ
ン注射後は直ちに医師による診療を受ける必要
があります。







種類 成分 作用・特徴・薬効比較など

アンモニア アンモニア水
アリの毒性分の蟻酸を中和し解毒効果をもたらす。
刺激臭があるので軽く臭いをかがせて気付けとして使用することもある

抗ヒスタミン
成分

ジフェンヒドラミン塩酸塩
クロルフェニラミンマレイン酸

ヒスタミン受容体のH1受容体に競合的に拮抗することにより皮膚の痒みを
抑える

副腎皮質
ステロイド

デキサメタゾン酢酸エステル
プレドニゾロン吉草酸エステル酢酸エステル
プレドニゾロン酢酸エステル
ヒドロコルチゾン酪酸エステル

炎症を抑え、腫れ・発赤痛みを和らげる

サリチル酸メチル
サリチル酸グリコール

炎症による痛みを抑える作用がある
サリチル酸メチルは独特な臭い。グリコールは無臭

グリチルレチン酸
抗炎症作用がある
カンゾウの主成分であり作用が穏やか

局所麻酔成分
ジブカイン塩酸塩
リドカイン塩酸塩

局所麻酔作用があり、痒みの感覚を抑える
局所麻酔作用はリドカインよりジブカインの方が強い

鎮痒成分 クロタミトン 痒みを抑える作用がある

クロルヘキシジン塩酸塩

イソプロピルメチルフェノール
ベンゼトニウム塩化物

冷感成分
ℓーメントール
d-カンフル、dl-カンフル

患部に清涼感を与え、痒みをやわらげる

組織修復成分 アラントイン 肉芽形成を促進し患部の治りを促す

血行促進成分 トコフェロール酢酸エステル（VE） 血行を改善し組織の修復を促す

ビタミン パンテノール 代謝を促進し肌の乾燥を抑える

殺菌消毒成分 殺菌作用により感染を抑え傷口の悪化を防ぐ

抗炎症成分

虫さされ、痒み用薬成分の作用と特徴



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・目の周囲、粘膜（口唇等）
・傷口、ただれ、かぶれ

【効能効果】
・虫さされ、虫さされによるかゆみ
・気付け

【用法用量】
５～１０倍に希釈して患部にかるく塗ってください
気付けには、軽く臭いをかがせてください

【用法用量に関連する注意】
局所刺激あり。患部に軽く塗るだけにとどめ、
ガーゼ、脱脂綿等に浸して患部に使用
目に入れないように注意

アンモニア水 第３類医薬品



ステロイドあり



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・かぶれ、傷口

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮ふ炎、かぶれ、じんましん、あせも

【用法用量】
1日数回、患部に適量を塗布してください。

【成分および分量（１００ｍL中）】
ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 0.15g 抗炎症成分
ジフェンヒドラミン 塩酸塩 1.0gかゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
クロタミトン 5.0g かゆみをしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用あり

ムヒアルファＥＸ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮ふ炎、かぶれ、じんましん、あせも

【用法用量】
1日数回、患部に適量を塗布してください。

【成分および分量（１００ｍL中）】
ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 0.15g 抗炎症成分
ジフェンヒドラミン 塩酸塩 1.0g かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

液体ムヒアルファＥＸ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、湿疹、かぶれ、皮膚炎、あせも、じんましん

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 1.5mg 抗炎症成分
リドカイン 10.0mg かゆみの伝わり方をとめる
ジフェンヒドラミン塩酸塩 20.0mg かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 35mg 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 10.0mg 清涼感を与え、かゆみをしずめる

ウナコーワエースＧ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・顔面には広範囲で使用しないでください
・長期連用しないでください

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮膚炎、かぶれ、じんましん、あせも、しもやけ

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ジフェンヒドラミン塩酸塩 2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ 25mg 抗炎症成分
ℓ-メントール 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
クロタミトン 5.0g かゆみをしずめる
グリチルレチン酸 0.2g かぶれなどの炎症をしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

ムヒアルファＳⅡ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・顔面には広範囲で使用しないでください
・長期連用しないでください

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮膚炎、かぶれ、じんましん、あせも、しもやけ

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ 25mg 抗炎症成分
ジフェンヒドラミン塩酸塩 2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
グリチルレチン酸 0.2g かぶれなどの炎症をしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

液体ムヒＳ２ａ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・目の周囲、粘膜等
・傷口、湿潤（かきこわし）、ただれ、しっしん、かぶれ

顔面には広範囲に使用しないでください
長期連用しないでください

【効能効果】
虫さされによるかゆみ

【用法用量】
1日１～３回、患部に貼ってください

【成分および分量100g（1.25㎡中）】
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ 0.025g
ジフェンヒドラミン 1.0g
イソプロピルメチルフェノール 1.0g
トコフェロール酢酸エステル 3.5g
dℓ – カンフル 0.5g

マキロンパッチエース 第２類医薬品



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部

・顔面には広範囲で使用しないでください
・長期連用しないでください

【効能効果】
しっしん、かぶれ、虫さされ、かゆみ、じんましん、しもやけ、皮膚炎、あせも

【用法用量】
1日１～３回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（100ｇ中）】
クロタミトン 10.0g かゆみをしずめる
ジフェンヒドラミン塩酸塩 1.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ヒドロコルチゾン酢酸エステル 0.25g 抗炎症成分
グリチルレチン酸 0.2g かぶれなどの炎症をしずめる

アラントイン 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 0.2g 皮膚の修復を助ける
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

オイラックスＡ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・顔面には広範囲で使用しないでください
・長期連用しないでください

【効能効果】
皮膚炎、湿疹、かゆみ、じんましん、ただれ、
あせも、かぶれ、しもやけ、虫さされ

【用法用量】
1日１～３回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（100ｇ中）】
ヒドロコルチゾン酢酸エステル 0.5g 抗炎症成分
クロタミトン 10g かゆみをしずめる
クロルフェニラミンマレイン酸塩 1.0ｇ 炎症をおさえかゆみをしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用
ジブカイン塩酸塩 0.2g かゆみをしずめる

キヨーチルベＳクリーム 第２類医薬品



（ミディアム）

参考：医療用ステロイド外用剤 抗炎症活性によるグループ分け



ステロイドなし



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・創傷面
・目や目の周囲、粘膜等

【効能効果】
かゆみ、虫さされ

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１００ｍL中）】
ジフェンヒドラミン塩酸塩 20mg かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
リドカイン 5mg かゆみの伝わり方をとめる
ℓ-メントール 30mg 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 10mg 清涼感を与え、かゆみをしずめる

新ウナコーワクール 第２類医薬品



【してはいけないこと】
記載なし

【効能効果】
かゆみ、虫さされ、かぶれ、しっしん、じんましん、
あせも、しもやけ、皮膚炎、ただれ

【用法用量】
1日数回、適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ジフェンヒドラミン 1.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
グリチルレチン酸 0.3g かぶれなどの炎症をしずめる
ℓ-メントール 5.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

ムヒＳ 第３類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
傷口、湿潤、かきこわし、ただれ、かぶれ、目の周囲、粘膜、顔

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しもやけ

【用法用量】
パッチを台紙からはがし、1日数回患部に貼付してください。

【有効成分（1.25㎡中）】
ジフェンヒドラミン 1.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用
ℓ-メントール 3.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる

ムヒパッチＡ 第３類医薬品

かきむしりを防ぐ、貼るかゆみ止め！



【してはいけないこと】
記載なし

【効能効果】
かゆみ、虫さされ、皮膚炎、かぶれ、じんましん、しっしん、あせも

【用法用量】
1日数回、適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（100ｍL中）】
ジフェンヒドラミン塩酸塩 2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 5.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル 1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
グリチルレチン酸 0.2g かぶれなどの炎症をしずめる

ポケムヒＳ 第３類医薬品

携帯に便利なポケットサイズ



【してはいけないこと】
記載なし

【効能効果】
かゆみ、虫さされ、あせも、かぶれ、しっしん、
じんましん、皮膚炎、しもやけ、ただれ

【用法用量】
1日数回、適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１００ｇ中）】
ジフェンヒドラミン 1.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
グリチルレチン酸 0.5g かぶれなどの炎症をしずめる
イソプロピルメチルフェノール 1.5g 殺菌作用
トコフェロール酢酸エステル 0.5g 血流を良くして、症状の回復を早める

ムヒ・ベビー 第３類医薬品



【してはいけないこと】
記載なし

【効能効果】
かゆみ、虫さされ、あせも、かぶれ、しっしん、
じんましん、皮膚炎、しもやけ、ただれ

【用法用量】
1日数回、適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１００ｇ中）】
ジフェンヒドラミン 2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
パンテノール(プロビタミンB5） 1.0g お肌の正常な働きを助ける

液体ムヒベビー 第３類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・目の周囲、粘膜
・かぶれ、傷口

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、肩こり、腰痛、打撲、捻挫

【用法用量】
1日数回、患部に適量を塗布してください。

【成分および分量（１００ｍL中）】
アンモニア水 21.3mL
ℓ – メントール 1.97g
d – カンフル 2.41g
サリチル酸 0.57g
トウガラシチンキ 0.35mL（原生薬量として35mg）

キンカン 第２類医薬品



30 虫除け薬
P526～531



・蚊
・ブヨ
・サシバエ
・アブ
・ナンキンムシ
・ノミ
・イエダニ

吸血害虫が吸血するメカニズム

人の呼気や皮膚呼吸より放出される
炭酸ガス（ＣＯ2）を感知



ディート
化学名：ジエチルトルアミド・アメリカで第二次世界大戦中ジャングル戦用に開発

１９４６ 軍事用で使用開始
１９５７ 民生用で使用開始
・ほとんどの虫除けスプレーで主成分として使われる
・昆虫がディートの臭いを嫌うが理由はわかってない

・日本では長らく１２％以下の製品しか存在しなかった
・２０１６年高濃度製品（３０％）が第２類医薬品として発売となった



イカリジン
・ディートに替わる忌避剤として西ドイツ、バイエル社が開発
１９９８発売
・ディートと同様の効果があり、ディートのような皮膚刺激性がない
・ディートにない有用性として
１．小児への使用制限・回数制限が無い。
２．ディート特有の嫌な臭いがない。
３．繊維や樹脂を傷めにくく、服の上から使用してもほとんど影響を生じない

・日本では２０１５年２月 ５％製品が発売
・２０１６年８月高濃度製品（１５％）が医薬部外品として発売



分類 成分 濃度 効能（忌避）

30%

12%

10％以下
蚊、ブユ（ブヨ）、アブ、ノミ、イエダニ、マダニ、
サシバエ、トコジラミ（ナンキンムシ）

5%

15%
蚊成虫、ブユ（ブヨ）、アブ、マダニ

蚊、ブユ（ブヨ）、アブ、ノミ、イエダニ、マダニ、
サシバエ、トコジラミ（ナンキンムシ）、ツツガムシ

ディート

イカリジン

第２類
医薬品

防除用医
薬部外品

虫除け薬の効果がある虫



虫除け薬の作用メカニズム



虫除け薬を選ぶポイント

【小児】
イカリジンの使用には特に年齢制限は設けられていない
ディートを使用する場合は保護者の監督下で行う
・一度、大人の手に薬を取り、耳や口に入らないようにする
・子供は手を口に入れてしまう可能性があるので、手に塗布しない
・衣類に使用した場合には、続けて着用せず、洗濯してから着用する

【デリケートな肌】
・配合量の少ない製品を選び回数を減らす
・初めて使用する場合はパッチテストを行う



１２％以下 30%

６カ月未満 使用しない

６カ月以上２歳未満 １日１回

２歳以上１２歳未満 １日１～３回

使用しない

ディート使用回数の年齢別目安



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
蚊、ブユ（ブヨ）、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、
イエダニ、マダニ、ツツガムシの忌避

【用法用量】
１．蚊、ブユ(ブヨ)、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、イエダニ、マダニを
忌避させる目的で使用する場合
本剤の適量を用時、首筋、腕、足など皮ふの露出部分に噴霧してください。
顔面などの場合には適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

２．ツツガムシを忌避させる目的で使用する場合
本剤の適量を4～6時間毎に、皮ふの露出部分及びはきものやズボンの裾などに
むらなく噴霧してください。
顔面などの場合には適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

【成分および分量（100ｍL中）】
ディート １２g 吸血害虫を忌避します

ムヒの虫よけムシベールＰＳ 第２類医薬品

●生後６カ月から使える
●パウダーインで効き目長持ち
●エアゾールスプレータイプ



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
蚊、ブユ（ブヨ）、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、
イエダニ、マダニ、ツツガムシの忌避

【用法用量】
１．蚊、ブユ(ブヨ)、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、イエダニ、マダニを
忌避させる目的で使用する場合
本剤の適量を用時、首筋、腕、足など皮ふの露出部分に噴霧してください。
顔面などの場合には適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

２．ツツガムシを忌避させる目的で使用する場合
本剤の適量を4～6時間毎に、皮ふの露出部分及びはきものやズボンの裾などに
むらなく噴霧してください。
顔面などの場合には適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

【成分および分量（100ｍL中）】
ディート １２g 吸血害虫を忌避します

ムヒの虫よけムシベールα 第２類医薬品

●生後６カ月から使える
●ノンガススプレータイプ
●携帯に便利



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
蚊、ブヨ、サシバエ、アブ、ノミ、イエダニ、マダニ、
ナンキンムシによる虫さされの防止

【用法用量】
約4～5時間ごとに肌から約15cm離してスプレー。
顔，首すじには手のひらに一度スプレーして，手で塗布。
11～2才1日1～3回，1才～6ヵ月1日1回
6ヵ月未満は使用しない

【成分および分量（100ｍL中）】
ディート 原液中７％ 吸血害虫を忌避します

キンカン虫よけスプレーＰ 医薬部外品

●パウダー入りなので、サラサラとした使い心地が特徴



【効能効果】
蚊、ブユ（ブヨ）、ノミ、イエダニ

【成分および分量（100ｍL中）】
ディート 原液中９．７５％
吸血害虫を忌避します

スキンガード 医薬部外品

●無香料
●効果が長持ち
●ソフトパウダーなのでサラサラ



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
蚊、ブユ（ブヨ）、アブ、ノミ、イエダニ、マダニ、サシバエ、
トコジラミ(ナンキンムシ)、ツツガムシの忌避

【用法用量】
１．蚊、ブユ（ブヨ）、アブ、ノミ、イエダニ、マダニ、サシバエ、
トコジラミ(ナンキンムシ)の忌避のために使用する場合
適量を肌の露出面にまんべんなくスプレーしてください。
顔、首筋には、適量を手のひらに一度スプレーしてから肌に塗布してください。
２．ツツガムシの忌避のために使用する場合
適量を肌の露出面及び履物やズボンの裾等にまんべんなくスプレーしてください。
顔、首筋には、適量を手のひらに一度スプレーしてから肌に塗布してください。

【成分および分量（100ｍL中）】
ディート ３０g 吸血害虫を忌避します

ムヒの虫よけムシベールα３０
ムヒの虫よけムシベールＰＳ３０

第２類医薬品

●虫よけ成分国内最高濃度配合の虫よけ剤



【してはいけないこと】
・次の部位には使用しないでください。
創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
蚊、ブユ（ブヨ）、マダニ、アブの忌避

【用法用量】
１．蚊、ブユ(ブヨ)、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、イエダニ、マダニを
忌避させる目的で使用する場合
本剤の適量を用時、首筋、腕、足など皮ふの露出部分に噴霧してください。
顔面などの場合には適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

２．ツツガムシを忌避させる目的で使用する場合
本剤の適量を4～6時間毎に、皮ふの露出部分及びはきものやズボンの裾などに
むらなく噴霧してください。
顔面などの場合には適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

【成分】
イカリジン １５％ 吸血害虫を忌避します

お肌の虫よけプレシャワー DF PRO 第２類医薬品

●お子様への回数、使用制限がない
●服の上からでも使用可能
●無香料



使用上の注意

【ディート・イカリジン共通】

・創傷面、目や口の周囲、粘膜などには使用しない

・子どもの手には塗布しないこと（目をこすったり、なめたりするおそれがある）

・目に入ったり、飲んだり、なめたり、吸い込んだりすることがないようにし、
塗布した手で目をこすらない

・万一目に入った場合には、すぐに大量の水またはぬるま湯でよく洗い流す
また、具合が悪くなるなどの症状が現れた場合には、
直ちに、医師の診断を受ける。
その際、本成分、主な添加物（エタノール等）が含まれていることを告げる

・漫然とした使用を避け、必要な場合にのみ使用する



使用上の注意

【ディート】

・ポリエステル系やウレタン系の合成繊維は変質しやすい
のでストッキングなどの上に直接噴霧しない

・飲食物、食器、小児のおもちゃ、飼料、観賞魚・小鳥などの
ペット類などにかかわらないようする

・衣類の下の皮膚には使用しない

・屋内に戻った後、石けんと水で塗布した皮膚を洗い流す



タイプ 特徴

スプレー

薬液をガス（LPガスなど）の圧力で噴霧するので簡単に塗れる
吸い込まないようにする
同じ場所に３秒以上噴霧しない
火気高温に注意

ポンプ
ガスは入っておらず、薬液を噴霧する。
吸い込まないように注意する
エタノールを含むので火気に注意

液体
上部のスポンジ部分を直接肌に押し当てて塗る
確実に皮膚に付着する
防除用医薬部外品のみ

シート
ウエットティッシュのようになっている商品
確実に皮膚に付着する
防除用医薬部外品のみ

ジェル
手にジェルをとり、肌に塗り伸ばす製品
確実に皮膚に付着する
防除用医薬部外品のみ

虫除け薬の剤形と特徴




